
災害科学世界トップレベル研究拠点（セッション 3） 

日   時：2023年 3月 11日 9:40－11:10 

主催：災害科学世界トップレベル研究拠点 

会   場：仙台国際センター   橘（会議棟 2階） 

セッション 3：災害科学世界トップレベル研究拠点   第 3部（9:40－11:10）

大学の世界展開力強化事業との共同主催 

（レジリエントな社会を創造する日英米大学の国際連携）

「D.E.I の実践：レジリエントな社会を目指して」1

司会：  UCL IRDR2  災害とジェンダー研究センター 副センター長   プナム・ヤダブ 

 東北大学災害科学国際研究所 特別研究員   北村 美和子 

09:40－09:45  開会の辞 

東北大学  理事・副学長   植木 俊哉 

09:45－09:55  登壇者のご紹介 

09:55－10:05 学問の境界を越える - ジェンダーと交差性に関する GRRIPPの役割 

UCL IRDR  教授   ピーター・サモンズ 

10:05－10:15 ジェンダーと災害に関する今後の研究課題 

UCL IRDR ジェンダーと災害センター センター長・教授   モウリーン・フォーダム 

10:15－10:25 LGBTQの方々の災害時の課題：インクルージョンの定義 

UCL IRDR ジェンダーと災害センター  副センター長  プナム・ヤダブ 

防災科学技術研究所 研究員   松川 杏寧 

10:25－10:45 災害レジリエンスと東日本大震災のフィールド調査の報告 

UCL、SOAS3、ケンブリッジ大学とワシントン大学の大学院生による 

災害復興とレジリエンス社会への提言 

10:45－11:05  災害レジリエンスと D.E.I の実現：インクルージョン防災について 

登壇者全員によるディスカッション 

11:05－11:10  閉会の辞 

東北大学 副学長   山口 昌弘 

1
D.E.I: Diversity Equality Inclusion

2 UCL IRDR: University College London, Institute for Risk and Disaster Reduction (University of 

London)
3 SOAS: School of Oriental and African Studies (University of London) 




